
出力日時　2025年12月26日 午後4時46分銘柄　足立よみうり

第７３３号 令和８年１月３日（土曜日） （６）

第７３３号 令和８年１月３日（土曜日） （８）

第７３３号令和８年１月３日（土曜日）（７）

第７３３号 令和８年１月３日（土曜日） （４）

第７３３号令和８年１月３日（土曜日）（５）

令和８年１月３日（土曜日）（３）

第７３３号 （２）

発　行　所
株式
会社足立読売

〒121-0831 東京都足立区舎人2-2-26
電話  ０３(５６４７)４３４３(代)
FAX  ０３(５６４７)４３８８
HP  http://www.ayomi.co.jp/

足立よみうり
ホームページ

1 3月
２０２６年（令和８年）

日（土）

733

店頭に並ぶ『干支だるま』　金、銀、銅、白の４色あり、９㎝3300円、５㎝1870円

「
温
故
知
新
」
と
い
う

『
論
語
』に
由
来
す
る
孔
子

の
言
葉
が
あ
る
。〈
昔
の
知

識
や
経
験
を
研
究
し
、
そ

こ
か
ら
新
し
い
道
理
や
見

解・知
恵
を
見
つ
け
出
す
〉

と
い
う
意
味
だ
◆
昨
年
の

12
月
15
日
に
、
足
立
区
区

政
資
料
室
が
公
開
し

た
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
」。同
資
料
室

が
所
蔵
す
る
区
政
資

料
５
５
６
９
点
の
う

ち
、
劣
化
が
進
ん
で

い
る
資
料
の
保
存
を

目
的
に
２
０
２
４
年

か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

て
い
る
。
今
年
の
３
月
ま

で
に
約
１
１
０
０
点
を
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
と
い
う
◆

今
回
は
、
区
の
歴
史
に
関

す
る
本
や
音
の
写
真
集
な

ど
の
資
料
の
う
ち
４
４
３

点
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専

用
サ
イ
ト
「
足
立
区
区
政

資
料
室
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
」で
公
開
し
た
。ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
自

由
に
閲
覧
で
き
る
。
資
料

は
今
後
も
追
加
さ
れ
る
予

定
◆
ま
た
、
児
童
・
生
徒

や
教
職
員
向
け
の
学
習
用

教
材
と
し
て
活
用
で

き
る
『
新
修
足
立
区

史
』
や
『
足
立
風
土

記
稿
』
な
ど
13
点
を

選
定
し
、
学
校
サ
イ

ト
「
あ
だ
ち
学
校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
情
報
ひ
ろ
ば
」

か
ら
、
い
つ
で
も
足

立
区
の
歴
史
を
学
べ
る
。

閲
覧
は
足
立
区
の
Ｈ
Ｐ
か

ら
◆
今
回
の
公
開
に
よ

り
、
半
永
久
的
に
区
政
の

歴
史
等
が
後
世
に
伝
え
ら

れ
て
い
く
。果
た
し
て
、新

し
い
道
理
や
見
解
・
知
恵

を
見
つ
け
出
せ
る
か
。（
ん
）

西
新
井
大
師
の
駅
前
に
あ

る
は
っ
ぴ
ー
だ
る
ま
工
房
に

は
、
金
色
の
眉
毛
と
ひ
げ
が

特
徴
の
、
色
と
り
ど
り
大
小

様
々
な「
は
っ
ぴ
ー
だ
る
ま
」

が
並
ぶ
。
店
の
奥
で
は
若
い

ス
タ
ッ
フ
が
、干
支
の「
午
」

の
だ
る
ま
や
、
特
注
だ
る
ま

の
絵
付
け
作
業
に
忙
し
い
。

干
支
だ
る
ま
は
毎
年
、
代
表

の
高
橋
美
帆
さ
ん
と
ス
タ
ッ

フ
で
話
し
合
い
な
が
ら
デ
ザ

イ
ン
を
決
め
る
。高
さ
９
㌢
、

５
㌢
の
２
つ
が
あ
り
、
立
ち

寄
る
参
拝
客
に
も
人
気
。

【
は
っ
ぴ
ー
だ
る
ま
工
房
】

西
新
井
１
︲
５
︲
１
中
田
ビ

ル
２
階
。

shop@
crista.jp 

☎
６
８
０
６
︲

３
７
２
０

早
足
の
い
つ
も
の
人
の
お
正
月

正
月
の
小
さ
な
凧
が
下
り
て
く
る

青
山

丈

「
俳
壇
」選
者

新 春 詠新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

近
藤
や
よ
い
区
長

近
藤
や
よ
い
区
長
2020
年年
２・３面２・３面

は
っ
ぴ
ー
な
縁
起
物

巳
か
ら
午
へ

白
菜
の
湯
気
立
ち
の
ぼ
る
一
人
鍋
　
　大
羽
ミ
ツ
江

【
評
】
寒
い
日
は
鍋
物
が
何
と
言
っ
て
も
一
番
だ
。

町
を
歩
い
て
も
十
一
月
に
入
る
と
「
鍋
焼
は
じ
め
ま

し
た
」
の
蕎
麦
屋
の
ノ
レ
ン
を
見
る
。
白
菜
を
立
て

湯
気
を
立
て
作
者
は
元
気
に
新
年
を
迎
え
る
。

橋
に
来
て
九
月
の
風
に
吹
か
れ
け
り
福
島
三
枝
子

雨
音
に
や
つ
ぎ
ば
や
な
る
稲
光
　
　
　田
中
敦
子

年
迎
ふ
一
句
の
思
ひ
深
く
せ
り
　
　
　香
焼
美
矢
子

自
転
車
を
片
寄
せ
て
ゐ
る
秋
の
暮
　
　別
府
優

北
の
海
冬
の
嵐
か
波
の
花
　
　
　
　
　秋
庭
徹

門
口
は
山
茶
花
の
白
闇
の
路
地
　
　
　本
田
弘
美

下
町
の
質
屋
の
ネ
オ
ン
一
葉
忌
　
　
　中
島
と
し
子

路
地
奥
に
大
き
空
あ
る
赤
蜻
蛉
　
　
　平
沢
千
恵
子

秋
風
や
ビ
ル
の
影
濃
き
交
差
点
　
　
　長
束
文
子

た
そ
が
れ
や
零
れ
稲
穂
を
拾
ひ
上
げ
北
村
敦
子

名
月
を
独
り
見
て
い
る
夜
更
け
か
な
榎
本
好
子

毛
糸
編
て
ふ
穏
や
か
な
趣
味
に
生
く
木
幡
忠
文

先
頭
で
バ
ス
待
つ
釣
瓶
落
し
か
な
　
　小
川
美
知
子

髙
階
の
窓
に
名
残
の
秋
入
日
　
　
　
　若
槻
妙
子

紅
葉
山
よ
り
声
ば
か
り
下
り
て
く
る

選

者

吟

【
応
募
要
項
】
は
が
き
に
当
季
雑
詠
２
句
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
☎
を
明
記
し
、
〒
121
︲
０
８
３
１
足
立
区

舎
人
２
︲
２
︲
26
足
立
よ
み
う
り「
俳
壇
」係
へ
。
一
人

一
通
。
締
切
は
１
月
20
日
㈫
到
着
分
。
初
心
者
歓
迎
。

青
山

丈

選

栞
同
人

壇壇
俳俳


